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研究成果の概要（和文）：児童思春期でのいじめ被害は，思春期以降に幻覚様体験を体験するリスクを上昇させ
る．思春期のいじめ被害は，解離症状を経て，幻覚様体験につながることが理論的に示唆されているが，実証デ
ータは乏しく，生理的基盤も不明である．本研究では，大規模思春期縦断コホートデータ（N=3000超）を用い
て，①いじめ被害と幻覚様体験の間を，解離症状が媒介すること，②解離症状の基盤として，ストレスホルモン
代謝と関連の強い代謝産物の存在が見出された．本研究の結果から，思春期のいじめ被害による強いストレス
が，トラウマ体験による解離症状を引き起こし，その結果幻覚様体験につながる心理的プロセスと生理的基盤が
明らかになった．

研究成果の概要（英文）：Child and adolescent bullying victimization increases the risk of 
experiencing hallucinatory experiences in later life. It is theoretically suggested that bullying 
victimization leads to hallucinatory experiences through dissociative symptoms. However, the 
empirical data are scarce and the biological basis is still unclear. In this study, using the 
large-scale adolescent longitudinal cohort data (N=3000 or more), we investigated (1) dissociation 
symptoms mediate between bullying victimization and hallucinatory experiences, and (2) stress 
hormone metabolism as the basis of dissociation symptoms. 
We confirmed the mediating process of dissociative symptoms between bullying victimization and 
hallucinatory experiences.We also found the metabolites which related the dissociation. The results 
of this study suggested that the traumatic stress caused by adolescent bullying would lead 
dissociation symptoms, and as a result, the bio-psychological basis leading to hallucinatory 
experiences.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 精神病症状　思春期　ストレス　バイオマーカー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて，①いじめ被害と幻覚様体験の間を，解離が媒介することを，大規模思春期縦断コホートデータ
から確認した．加えて，②解離症状の基盤として，ストレスホルモン代謝と関連の強い代謝産物の存在が見出さ
れた．本研究の結果から，いじめ被害などの強いストレスによるトラウマ体験により，解離症状が引き起こさ
れ，その結果幻覚様体験につながる一連の心理的プロセスが示唆された．解離症状の生物学的基盤として，スト
レスホルモン代謝の中枢である視床下部－下垂体－副腎皮質系（HPA 系）が関わる可能性が，本研究のデータか
らも示唆された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

思春期のいじめ被害は，思春期以降長期に渡ってメンタルヘルスに悪影響を及ぼす（Takizawa 
2014 Am J Psychiatry, Lereya 2015 Lancet Psychiatry）．海外の長期縦断コホート研究から，思春期に
いじめ被害を受けた人は，成人期以降の抑うつ・不安・自殺関連行動・精神病症状（幻覚様体験・妄
想様観念）を経験するリスクが増すことが分かっている．中でも，いじめ被害と精神病症状の関連につ
いて，因果関係に踏み込んだ実証が進んでいる． 

児童期～思春期前期のいじめ被害体験は，①13 歳時点で幻覚様体験を体験するリスクを上げ
（Schreier 2009 Arch Gen Psychiatry），②精神病症状体験リスクを 2 倍に上げる（van Dam 2012 
Psychol Med; Meta-analysis）．また，③思春期にいじめ被害を受けると，精神病体験が増加し，いじめ
被害を受けなくなると，精神病体験が減少する（Kelleher 2013 Am J Psychiatry; N=1112 縦断研究）こ 
とが大規模縦断コホート研究から実証されている．しかし，いじめ被害が，思春期にどのようなプロセス
を経て，精神病症状につながるのか，その心理的メカニズムはよく分かっていない． 

近年の臨床心理学研究から，解離（dissociation）が，いじめ被害と，精神病症状を媒介すると示唆さ
れている（Longden 2012 Psychol Bull, Varese 2012 Psychol Med）．解離とは，「通常一連の意識や記
憶に統合されている思考・感情・経験が統合されない状態」であり，いじめを含むトラウマ被害体験によ
って生じる（Teicher 2010 Am J Psychiatry）．トラウマ被害による強い情動体験から，自我機能を守るた
めの心理的対処機能でもある（APA 2000）．しかし，持続的なトラウマ被害のため解離症状が続くと，外
的刺激よりも内的に生じた思考・記憶に注意が向き過ぎてしまう．解離症状の体験者は，外的刺激へ
の選択的注意課題の成績が悪く，意識的な注意のコントロール機能に障害があり（Freyd 1998），自己
へ向けた内的注意が強い（Perona-Garcelan 2008）．解離症状が持続すると，内的思考をあたかも外的
現実と認知してしまい，幻覚体験につながると考えられる． 

解離症状は，神経症（Neurosis）と精神病（Psychosis）という別々に研究されてきた病理を架橋するプ
ロセスとして，世界的にも注目されている（Bentall 2012 Schizophr Bull, Pilton 2015 Clin Psychol Rev）．
しかし，解離の媒介仮説を実証する研究は，端緒についたばかりであり，解離症状の媒介効果を実証
した研究は少ない（Varese 2012, Perona-Garcelan 2012, 2014）．小規模臨床研究が 2 つ（N=45, N=70），
成人期の小規模サンプル（N=300）を対象とした研究が 1 つあるが，思春期の大規模一般人口を対象
とした研究は行われていない． 

また，いじめ被害と精神病症状を媒介する生理的基盤についても未だ不明である．思春期のいじ 
め被害は，ストレスホルモンを制御する視床下部－下垂体－副腎皮質系（HPA 系）から分泌されるスト
レスホルモン（コルチゾール）の分泌異常につながる（Ouellet-Morin 2011 Biol Psychiatry）．コルチゾ
ール分泌異常は，①解離症状の生理学的基盤であること（Simeon 2007 Biol Psychiatry），②選択的
注意の障害と関連すること（Ellenbogen 2002 Psychophysiol），③精神病の生理学的基盤でもあること
（Walker 2008 Annu Rev Clin Psychol）が示唆されている．①～③よ り，HPA axis とストレスホルモン分
泌の異常が，思春期におけるいじめ被害体験と精神病症状をつなぐ生理学的基盤として有望だと考
えられる． 

研究代表者は，2011 年より，我が国発の都市型思春期大規模コホート調査である Tokyo TEEN 
Cohort Project に立ち上げ当初から参画している．Tokyo TEEN Cohort は，第Ⅰ期調査（10 歳時）を
2014 年 9 月に既に終了しており，4478 名の 10 歳児とその主たる養育者（主に母親）から，認知・行
動・身体・社会面の包括的な情報を既に得ている．研究開始時には，Tokyo TEEN Cohort 調査は第
Ⅱ期調査（12 歳時）調査を継続中（2014 年 9 月～2017 年 1 月終了）であり，既に 1000 名以上の縦断
調査を完了していた．第Ⅱ期調査では，対象者の半数以上より唾液と尿の採取を実施しており，現時
点で 700 名以上のバイオサンプルを取得している．  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，大規模思春期縦断コホートデータを用いて，①思春期のいじめ被害が，解

離症状を媒介して幻覚様体験につながることを検証する，②いじめ被害と幻覚様体験を媒介す
る生理的基盤を見出すこと，以上の 2点である． 

本研究により，思春期におけるいじめ被害によるストレスが，ストレスホルモン系の恒常性に影響し，
抑うつ・不安にとどまらず，解離症状及び幻覚体験にまで影響することを実証出来る．解離症状とその
基盤とされる HPA 系及びストレスホルモン分泌の異常が，いじめ被害と精神病症状をつなぐ要因とし
て明らかになれば，①思春期におけるいじめ被害及び精神病発症リスクのバイオマーカーとして，スト
レスホルモンを用いることが出来る，②HPA 系の安定化を回復の指標として活用でき，生物心理社会
モデルに基づく新たなアセスメント法・支援法の開発につながる，③これまで了解不能とされてきた精
神病体験に対する理解が深まり，新たな心理社会的支援につながる．以上①～③の臨床心理学的意



義に加え，④ストレスホルモン系を軸として神経症と精神病をつなぐ「臨床ストレス心理学」の開拓につ
ながる点，⑤従来の神経症・精神病の枠組みでは捉えることが難しかった境界例・パーソナリティ障
害・精神病リスク状態への心理生理学的理解と新たな精神医学・異常心理学理論の構築につながる
点，⑥いじめ問題への理解が進み，科学的ないじめ対策が進む点等，学術・隣接領域・社会に与える
インパクトが非常に大きい． 
 
３．研究の方法 
 研究初年度は，①解離症状の媒介効果仮説について，Tokyo TEEN Cohort 調査 10 歳・12 歳デー
タを用いて検証する．加えて，②12 歳時に取得したバイオマーカーの解析を進め，データベースを構
築する．③Tokyo TEEN Cohort 調査に協力した世帯を対象とした追跡調査（14 歳時）を実施する． 
2 年目から 3 年目にかけて，④思春期におけるストレスホルモンに関連するバイオマーカーの異常が，
解離症状の生理的基盤となることを確認する．4 年目①～④で得られた研究成果を，国際学会での
発表及び国際誌へ投稿を通じて公表する． 
 
４．研究成果 
【初年度】 

初年度は，当初計画に基づいて研究を進め，①Tokyo TEEN Cohort10 歳時調査データ（N=4478）
を用いて，いじめ被害と幻覚様体験の関連及び解離症状の媒介効果についてパス解析を用いて確認
し，①10 歳時点におけるいじめ被害体験と精神病体験を解離症状が媒介すること，②解離症状の媒
介効果が，先行研究（Fisher et al 2013 Schizophr Bull）で指摘されている抑うつの媒介効果よりも大き
いことを見出し，国際誌に公表した（Yamasaki et al 2016 Schizophr Res Cogn：図）．①Tokyo TEEN 
Cohort10 歳時及び 12 歳時調査データのデータベース整備を実施し，N=3007 の縦断データベース
（追跡率 92.5%）の作成が完了した．縦断データベースを用いて，いじめ被害と幻覚様体験の縦断的
関連及び解離症状の媒介効果についての解析を開始した．①と並行して，②12 歳時に取得したバイ
オマーカーの解析を開始し，複数のバイオマーカーについて解析を進め，1000 検体の解析を終了し
た．③Tokyo TEEN Cohort 調査協力世帯に対し 14 歳時追跡調査を開始した．思春期一般人口にお
ける解離症状のバイオマーカーをより詳細かつ多面的に探索するために，Tokyo TEEN Cohort 全体
サンプルより，サブサンプル（N=140）を抽出し，集中的にバイオマーカーを取得する研究を開始した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【2 年目】 

初年度に引き続き当初計画に基づいて研究を進め，①Tokyo TEEN Cohort10 歳時および 12 歳時
調査データの縦断データベース整備を完了し，データセットを作成した上で解析を進めた．②12 歳時
に取得したバイオマーカーの解析データベース化及び①で整備した縦断データベースとの連結を完
了し，バイオマーカーといじめ被害・解離症状・幻覚様体験の関連について関連解析を進めた．③
Tokyo TEEN Cohort 調査に協力した世帯を対象とした追跡調査を実施し，14 歳時本調査（N=3000）
の 3 分の 2 を完了した．また，コホート本体より，幻覚体験を経験している対象者を中心としたサブサン
プル（N=300：14 歳時点）を抽出し，尿検体等よりバイオマーカーを取得した．予備的解析において，
解析したバイオマーカーの一部の指標と，解離症状との関連を見出した． 

N = 4478 
CFI = .999 
実線：パス係数 p < .001 
破線：パス係数 p > .05 

Yamasaki et al 2016 Schizophr Res Cogn 

図 1：10 歳時横断データによるいじめ被害・解離症状・幻覚様体験の媒介モデルの検証 



 
【3 年目】 

引き続き当初計画に基づいて研究を進め，①昨年度までに構築を完了した，Tokyo TEEN 
Cohort10 歳時・12 歳児調査データ及びバイオマーカー解析データを統合したデータベースを用いて，
論文化を進めた．コホートサブサンプル（N=300）に対して来所型の集中的な追加調査を実施し，2 時
点縦断データに生理指標を組み合わせ，より因果関係・メカニズムに踏み込んだ解析を行い，代謝関
連物質と思春期幻覚体験の関連を見出した．本結果については現在国際誌に投稿準備中である．②
初年度より着手した 14 歳時本調査を完了し，データベースの構築に着手した．更に，昨年度より開始
したコホート本体からのサブサンプル抽出と詳細なバイオマーカー取得及び精神医学的診断面接の
実施を完了（N=300）し，1 年後縦断調査（14 歳時）も完了した．13 歳時ベースラインのバイオマーカー
解析を完了，データベースの構築を進め，論文化に着手した． 
 
【4 年目】 

引き続き当初計画に基づいて研究を進め，①2018 年度までに構築を完了した，Tokyo TEEN 
Cohort10 歳時・12 歳児調査データ及びバイオマーカー解析データを統合したデータベースを用いて，
論文化を進めた．コホートサブサンプル（N=300）に対して行った来所型の集中的な追加調査を完了し，
12 歳-13 歳時の 2 時点縦断データに生理指標を組み合わせ，より因果関係・メカニズムに踏み込んだ
解析を行い，代謝関連物質と思春期幻覚体験の関連を見出した．本研究は，データ解析を完了し，
間もなく論文化を完了する．②10 歳・12 歳・14 歳 3 時点データの解析を実施し，いじめ被害・解離症
状・幻覚様体験の媒介モデルを縦断データを用いて確認した（図 2）．③コホート本体調査にて取得し
た 12 歳時・14 歳時バイオマーカー（N=1500 超）の解析及びデータベース構築を完了し，ストレスホル
モン代謝と関連の強い代謝産物と解離症状との関連を確認した．④コホートサブサンプル（N=300）の
1 年後縦断調査（14 歳時）のデータベース化を完了した．精神科医による確度の高い診断に基づいて
精神病症状体験の縦断経過を評価し，生理指標との関連を見出した．現在国際誌に論文を投稿中で
ある． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
考察と今後の展望 

本研究を通じて，①いじめ被害と幻覚様体験の間を，解離が媒介することを，大規模思春期縦断コ
ホートデータから確認した．加えて，②解離症状の基盤として，ストレスホルモン代謝と関連の強い代
謝産物の存在が見出された．本研究の結果から，いじめ被害などの強いストレスによるトラウマ体験に
より，解離症状が引き起こされ，その結果幻覚様体験につながる心理的プロセスが示唆された．解離
症状の背景には，ストレスホルモン代謝の中枢である視床下部－下垂体－副腎皮質系（HPA 系）が
生理的基盤である可能性が思春期一般人口において得られた結果からも改めて示唆された．今後は，
①いじめ以外のトラウマ体験（事故・虐待等）が，いじめ被害と同様のプロセスを経て幻覚様体験につ
ながるのか，②思春期前期・中期・後期を通じて，このプロセスが普遍的に確認できるのか，それとも時
期によってプロセスに差が出てくるのか，③解離症状を持つ思春期児童に対して，トラウマへの心理的
支援を早期に行うことが幻覚様体験の抑制やその後の統合失調症及び精神疾患の発症予防に効果
があるのか，④ストレス関連代謝物質を抑制するための薬理学的・行動的介入の効果があるのか等を
検証していく必要がある．これらの仮説について，本研究により構築した大規模思春期縦断データベ
ースを用いて，今後さらに検証していく予定である． 

N = 3171 
CFI = 1.000 
実線：パス係数 p < .001 

図 2：3 時点縦断データによるいじめ被害・解離症状・幻覚様体験の媒介モデルの検証 

10 歳 12 歳 14 歳 
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